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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　移動体通信システムのための送信器であって、
　データチャネル及び該データチャネルにおけるデータ送信を制御する第１の制御チャネ
ルを前記移動体通信システムの受信器へ送信するための第１の送信手段と、
　前記第１の制御チャネルにおいて、前記データチャネルにおける前記受信器へのデータ
送信を示す指示子であって、前記データチャネルにおける前記受信器への何らの関連する
データ送信を伴わない指示子を送信するための第２の送信手段と、
　を備え、
　前記送信器は、
　前記受信器から第２の制御チャネルを受信し、
　前記第１の制御チャネル上の指示子が前記受信器において受信される場合、前記第２の
制御チャネルにおいて応答を受信し、
　前記送信器は、前記第２の制御チャネルにおいて受信される応答または応答がないこと
に基づいて、前記第１の制御チャネルの電力を制御するための電力制御装置を備えること
を特徴とする送信器。
【請求項２】
　前記電力制御装置は、前記第２の制御チャネルにおいて応答が受信されない場合、前記
第１の制御チャネルにおける電力を増加させることを特徴とする請求項１に記載の送信器
。
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【請求項３】
　前記電力制御装置は、前記第２の制御チャネルにおいて応答が受信される場合、前記第
１の制御チャネルにおける電力を減少させることを特徴とする請求項１に記載の送信器。
【請求項４】
　前記第２の制御チャネルは高速個別物理制御チャネルを含むことを特徴とする請求項１
に記載の送信器。
【請求項５】
　前記応答は、高速個別物理制御チャネルにおいて送信されるハイブリッド自動再送要求
パラメータに符号化されることを特徴とする請求項４に記載の送信器。
【請求項６】
　前記第２の送信手段は、前記データチャネルにおける受信器へのデータ送信が開始され
る前に、前記指示子を送信することを特徴とする請求項１に記載の送信器。
【請求項７】
　前記送信器は基地局またはノードＢを備え、前記受信器は移動端末を備えることを特徴
とする請求項１に記載の送信器。
【請求項８】
　移動体通信ネットワークのための送信器であって、
　データチャネル及び該データチャネルにおけるデータ送信を制御する第１の制御チャネ
ルを前記移動体通信システムの受信器へ送信するための送信手段であって、前記データチ
ャネルにおける受信器へのデータ送信を示す指示子であって、前記データチャネルにおけ
る前記受信器への何らの関連するデータ送信を伴わない指示子を前記第１の制御チャネル
において送信する送信手段と、
　を備え、
　前記送信器は、
　前記受信器から第２の制御チャネルを受信し、
　前記第１の制御チャネルにおける指示子が前記受信器において受信される場合、前記第
２の制御チャネルにおいて応答を受信し、
　前記送信器は、前記第２の制御チャネルにおいて受信される応答または応答がないこと
に基づいて、前記第１の制御チャネルの電力を制御するための電力制御装置を備えること
を特徴とする移動体通信ネットワークのための送信器。
【請求項９】
　移動体通信ネットワークのための送信器であって、
　データチャネル及び該データチャネルに関連する第１の制御チャネルを、前記移動体通
信システムの受信器へ送信するための第１の送信手段と、
　前記第１の制御チャネルにおいて、前記データチャネルにおける受信器へのデータ送信
を示す指示子であって、前記データチャネルにおける前記受信器への何らの関連するデー
タ送信を伴わない指示子を送信するための第２の送信手段と、
　を備え、
　前記送信器は、
　前記受信器から第２の制御チャネルを受信し、
　前記第１の制御チャネルにおける指示子が前記受信器において受信される場合、前記第
２の制御チャネルにおいて応答を受信し、
　前記送信器は、前記第２の制御チャネルにおいて受信される応答または応答がないこと
に基づいて、前記第１の制御チャネルの電力を制御するための電力制御装置を備えること
を特徴とする送信器。
【請求項１０】
　前記指示子は、前記データチャネルにおけるデータ送信がゼロ長を有することを示すこ
とを特徴とする請求項９に記載の送信器。
【請求項１１】
　高速データパケット接続システムにおいて、前記第１の制御チャネルは高速共有制御チ
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ャネルを含み、前記データチャネルは高速ダウンリンク共有チャネルを含むことを特徴と
する請求項９に記載の送信器。
【請求項１２】
　チャンネライゼイションコード情報が前記高速共有制御チャネルにおいて送信され、そ
して前記指示子は前記チャネライゼイションコード情報フィールドに符号化される請求項
１１に記載の送信器。
【請求項１３】
　トランスポートブロックサイズが高速共有制御チャネルにおいて送信され、前記指示子
は前記データチャネルにおけるトランスポートブロックサイズがゼロであることを示すこ
とを特徴とする請求項１１に記載の送信器。
【請求項１４】
　新データ指示子が高速共有制御チャネルにおいて送信され、前記第２の送信手段は前記
第１の制御チャネルにおいて送信される連続するデータブロック内の新データ指示子の値
を互い違いにすることを特徴とする請求項１１に記載の送信器。
【請求項１５】
　前記データチャネルにおける送信を定義するパラメータセットを含む指示子が高速共有
制御チャネルにおいて送信され、前記パラメータセットは前記データチャネルにおけるデ
ータ受信の観点から無効な情報を含むことを特徴とする請求項１１に記載の送信器。
【請求項１６】
　移動体通信ネットワークの受信器であって、
　第１の制御チャネル、該第１の制御チャネルに関連するデータチャネル及び第２の制御
チャネルにおいて、前記移動体通信ネットワークの送信器と通信するための通信手段であ
って、前記第１の制御チャネルと前記第２の制御チャネルとは異なるリンク方向である通
信手段と、
　前記第１の制御チャネルにおいて、前記データチャネルにおけるデータ送信に関連する
指示子であって、前記データチャネルにおける何らの関連するデータ送信を伴わない指示
子を受信するための受信手段と、
　前記データチャネルにおけるデータ送信を監視するための監視手段と、
　前記指示子が前記第１の制御チャネルにおいて受信される場合、前記第２の制御チャネ
ルにおいて応答を送信するための送信手段と、
　を備えることを特徴とする受信器。
【請求項１７】
　前記第１の制御チャネル及び前記データチャネルはダウンリンク方向であり、前記第２
の制御チャネルはアップリンク方向であることを特徴とする請求項１６に記載の受信器。
【請求項１８】
　前記第２の制御チャネルは、高速個別物理制御チャネルを含み、前記応答は前記第２の
制御チャネルにおいて送信されるハイブリッド自動再送要求パラメータに符号化されるこ
とを特徴とする請求項１６に記載の受信器。
【請求項１９】
　前記受信器は移動端末を含むことを特徴とする請求項１６に記載の受信器。
【請求項２０】
　移動体通信ネットワークにおける方法であって、
　第１の制御チャネル、該第１の制御チャネルに関連するデータチャネル及び第１の制御
チャネルとはリンクの方向が異なる第２の制御チャネルにおいて送信器と通信し、
　前記第１の制御チャネルにおいて、前記データチャネルにおけるデータ送信に関連する
指示子であって、前記データチャネルにおける何らの関連するデータ送信を伴わない指示
子を受信し、
　前記データチャネルにおけるデータ送信を監視し、
　前記データチャネルにおいて受信器のためのデータ送信が存在しないことを前記指示子
が示す場合、前記第２の制御チャネルにおいて応答を送信することを特徴とする方法。
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【請求項２１】
　移動体通信ネットワークの受信器であって、
　第１の制御チャネル、前記第１の制御チャネルに関連付けられたデータチャネル及び第
２の制御チャネルにおいて前記移動体通信ネットワークの送信器と通信するための通信手
段であって、前記第１と第２の制御チャネルは異なるリンク方向である通信手段と、
　前記第１の制御チャネルにおいて、前記データチャネルにおけるデータ送信に関連する
指示子であって、前記データチャネルにおける何らの関連するデータ送信を伴わない指示
子を受信するための受信手段と、
　前記データチャネルにおいてデータ送信を監視するための監視手段と、
　前記受信器のためのデータ送信が前記データチャネルにおいて存在しないことを前記指
示子が示す場合、前記第２の制御チャネルにおける応答を送信するための送信手段と、
　を備えることを特徴とする受信器。
【請求項２２】
　移動体通信システムであって、
　第１の制御チャネル、該第１の制御チャネルに関連するデータチャネル及び第２の制御
チャネルにおいて通信する送信器及び受信器を備え、
　前記第１の制御チャネルと第２の制御チャネルとは異なるリンク方向であり、
　前記送信器は、前記第１の制御チャネルにおいて前記データチャネルにおけるデータ送
信に関連する指示子であって、前記データチャネルにおける前記受信器への何らの関連す
るデータ送信を伴わない指示子を送信するための第１の送信手段と、を備え、
　前記受信器は、前記第１の制御チャネルにおける指示子が受信された場合、前記第２の
制御チャネルにおいて応答を送信するための第２の送信手段と、前記第２の制御チャネル
において送信される応答または応答がないことに基づいて第１の制御チャネルの電力を制
御するための制御手段とを備え、
　前記送信器は、前記第２の制御チャネルにおいて受信される応答または応答がないこと
に基づいて、前記第１の制御チャネルの電力を制御するための電力制御装置を備え
ることを特徴とする移動体通信システム。
【請求項２３】
　第１の制御チャネル、該第１の制御チャネルに関連するデータチャネル及び第１の制御
チャネルとは異なるリンク方向である第２の制御チャネルにおいて通信し、
　前記第１の制御チャネルにおいて、前記データチャネルにおけるデータ送信に関連する
指示子であって、前記データチャネルにおける前記受信器への何らの関連するデータ送信
を伴わない指示子を送信し、
　第１の制御チャネルにおいて前記指示子が受信された場合、前記第２の制御チャネルに
おいて応答を送信し、
　前記第２の制御チャネルにおいて送信される応答または応答がないことに基づいて、前
記第１の制御チャネルの電力を制御する、
　ことを含む移動体通信ネットワークにおける方法。
【請求項２４】
　コンピュータ読み取り可能な記録媒体に記憶されたコンピュータプログラムであって、
　移動体通信ネットワークにおいて、第１の通信チャネル、該第１の制御チャネルに関連
するデータチャネル及び第２の制御チャネルにおいて通信するステップであって、前記第
１の制御チャネルと第２の制御チャネルとは異なるリンク方向である、ステップと、
　前記第１の制御チャネルにおいて、前記データチャネルにおけるデータ送信を示す指示
子であって、前記データチャネルにおける何らの関連するデータ送信を伴わない指示子を
前記移動体通信ネットワークの受信機へ送信するステップと、
　前記受信器において前記第１の制御チャネルにおける指示子が受信される場合、前記第
２の制御チャネルにおいて応答を受信するステップと、
　前記第２の制御チャネルにおいて受信される応答または応答がないことに基づいて、前
記第１の制御チャネルの電力を制御するステップと、
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　を実行するようにコンピュータを制御することを特徴とするコンピュータプログラム。
【請求項２５】
　データチャネル及び該データチャネルに関連する第１の制御チャネルを移動体通信ネッ
トワークの受信器へ送信し、
　前記第１の制御チャネルにおいて、前記データチャネルにおけるデータ送信を示す指示
子であって、前記データチャネルにおける受信器への何らの関連するデータ送信を伴わず
指示子を送信し、
　前記受信器において前記第１の制御チャネルにおける指示子が受信される場合、前記第
２の制御チャネルにおいて応答を受信し、
　前記第２の制御チャネルにおいて受信される応答または応答がないことに基づいて、前
記第１の制御チャネルの電力を制御することを含むことを特徴とする方法。
【請求項２６】
　移動体通信ネットワークの受信器であって、
　第１の制御チャネル、該第１の制御チャネルに関連するデータチャネル及び第１の制御
チャネルとは異なるリンク方向である第２の制御チャネルにおいて前記移動体通信ネット
ワークの送信器と通信するための通信手段と、
　第１の制御チャネルにおいて、前記データチャネルにおける前記受信器へのデータ送信
を示す指示子であって、前記データチャネルにおける何らの関連するデータ送信を伴わな
い指示子を受信するための受信手段と、
　データチャネルにおける何らの関連するデータ送信を伴わない、前記第１の制御チャネ
ルにおいて受信される指示子への応答を、前記第２の制御チャネルにおいて送信するため
の送信手段と、
　を備えることを特徴とする受信器。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、移動体通信ネットワークにおける制御チャネルの電力制御に関連する。
【背景技術】
【０００２】
　高速ダウンリンクパケット接続（ＨＳＤＰＡ）は、広帯域符号分割多重接続（ＷＣＤＭ
Ａ）の重要な特徴であって、マルチメディアサービスをサポートするために、ＣＤＭＡダ
ウンリンクにおいて高データレート送信を提供するものである。ダウンリンクデータ送信
は、ＨＳ－ＤＳＣＨのための高速物理共有制御チャネル（ＨＳ－ＳＣＣＨ）及び該制御チ
ャネルに関連する高速物理ダウンリンク共有チャネル（ＨＳ－ＤＳＣＨ）によって提供さ
れる。制御チャネルは、端末に、その端末のためのデータがデータチャネルにおいて到来
しているという情報を提供する。
【０００３】
　先行技術は、データチャネル上のデータ送信に先立って、制御チャネルのための電力制
御メカニズムを導入しない。データ送信が開始されたときにだけ、オープンまたはクロー
ズド電力制御メカニズムのどちらかを適用することで、制御チャネルの電力は調整されう
る。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　先行技術の不利点の一つは、ネットワークにおける干渉という観点からは、ＨＳ－ＳＣ
ＣＨのために適用される初期電力レベルは最適でないことである。ネットワークは、新た
なユーザのために、安全な平均電力レベルを適用することが考えられ、それは不必要に高
いことが考えられる。ＨＳ－ＳＣＣＨのための電力レベルの不確定性はまた、対応するア
ップリンクのための高すぎる電力レベルを暗示するかもしれない。そのアップリンクは、
ＤＬにおけるＨＳ－ＤＳＣＨ送信に関連付けられる高速個別物理制御チャネルＨＳ－ＤＰ
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ＣＣＨである。開示された問題は先行技術におけるアップリンク送信にも妥当し、関連す
るデータチャネル上におけるデータ送信の前の制御チャネルのための電力制御メカニズム
は存在しない。先行技術はまた、電力制御のアウターループ（ｏｕｔｅｒ ｌｏｏｐ）が
遅いという問題を有している。この問題は、ＨＳ－ＳＣＣＨのＢＬＥＲ（Ｂｌｏｃｋ Ｅ
ｒｒｏｒ Ｒａｔｅ）ターゲットが小さく、従って、電力制御において使用されうる非常
に少しの誤りしか発生しない。ＨＳ－ＰＤＳＣＨが送信される場合、ＨＳ－ＳＣＣＨにお
けるエラーを増加させることはできない。それらは自動的に不必要であるデータ送信を生
じ得るからである。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　従って、移動体通信ネットワークにおける制御チャネルのために改善された電力制御を
提供することが、本発明の目的である。
【０００６】
　本発明の一つの態様においては、移動体通信ネットワークのための送信器が提供され、
該送信器は、データチャネルと該データチャネルにおけるデータ送信を制御する第１の制
御チャネルを受信器へ送信し、データチャネルにおける受信器へのデータ送信が存在する
ことを示す指示子を第１の制御チャネルにおいて送信するように構成される。該送信器は
、データチャネルにおけるデータ送信を省略するように構成される。
【０００７】
　本発明のもう一つの態様においては、移動体通信ネットワークのための送信器が提供さ
れ、データチャネルと該データチャネルにおけるデータ送信を制御する第１の制御チャネ
ルを送信するための手段を含み、該送信手段は、第１の制御チャネルにおいて、該データ
チャネルにおける受信器へのデータ送信が存在することを示す指示子を送信するように構
成される。該送信手段は、データチャネルにおけるデータ送信を省略するように構成され
うる。
【０００８】
　本発明のもう一つの態様においては、移動体通信ネットワークのための送信器が提供さ
れ、該送信器は、データチャネル及び該データチャネルにおけるデータ送信を制御する第
１の制御チャネルを受信器へ送信するように構成される。該送信器は、前記第１の制御チ
ャネルにおいて、データチャネルにおける受信器へのデータ送信が存在しないことを示す
指示子を、前記第１の制御チャネルにおいて送信するように構成される。
【０００９】
　本発明のさらにもう一つの態様においては、移動体通信ネットワークの受信器が提供さ
れ、該受信器は、第１の制御チャネルと該第１のチャネルに関連するデータチャネルと第
２の制御チャネルにおいて送信器と通信するように構成される。該第１と第２の制御チャ
ネルは異なるリンク方向であり、データチャネルにおけるデータ送信に関連する指示子を
第１の制御チャネルにおいて受信し、データチャネルにおけるデータ送信を監視する。デ
ータチャネルにおけるデータ送信が省略される場合、前記受信器は、第２の制御チャネル
において応答を送信するように構成される。
【００１０】
　本発明のさらなるもう一つの態様においては、移動体通信ネットワークにおける受信器
が提供され、第１の制御チャネルと該制御チャネルと関連するデータチャネルと第２の制
御チャネルにおいて送信器と通信するための手段を有する。第１及び第２の制御チャネル
は、異なるリンク方向である。また、前記受信器は、第１の制御チャネルにおいてデータ
チャネルにおけるデータ送信に関連する指示子を受信する手段と、データチャネルにおけ
るデータ送信を監視する手段を有する。受信器は、前記データチャネルにおける受信器の
ためのデータが存在しないことを指示子が示す場合に、第２の制御チャネルにおいて応答
を送信するための手段を含む。
【００１１】
　本発明のさらにもう一つの態様においては、移動体通信システムが提供され、第１の制
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御チャネル、該第１の制御チャネルに関連するデータチャネル及び第２の制御チャネルに
おいて通信する送信器と受信器を備える。該第１及び第２の制御チャネルは、異なるリン
ク方向であり、第１の制御チャネルにおいて、データチャネルにおけるデータ送信に関連
する指示子を送信するための手段を含む。送信器はデータチャネルにおけるデータ送信を
省略するための手段を含み、受信器は第１の制御チャネルにおいて指示子が受信される場
合、第２の制御チャネルにおいて応答を送信するための手段を含み、送信器は第２の制御
チャネルにおいて送信される応答または応答がないことに基づいて、第１の制御チャネル
の電力を制御するための手段を含む。
【００１２】
　本発明のさらなるもう一つの態様によれば、移動体通信ネットワークにおける方法が提
供され、第１の制御チャネル、該第１の制御チャネルに関連するデータチャネル及び第２
の制御チャネルにおいて通信するステップを備え、該第１と第２の制御チャネルは異なる
リンク方向である。前記方法は、第１の制御チャネルにおいてデータチャネルにおけるデ
ータ送信に関連する指示子を送信するステップを備える。前記方法は更に、データチャネ
ルにおけるデータ送信を省略するステップと、前記第１の制御チャネルにおいて指示子が
受信される場合、第２の制御チャネルにおいて応答を送信するステップと、第２の制御チ
ャネルにおいて送信される応答または応答がないことに基づいて、第１の制御チャネルの
電力を制御するステップとを備える。
【００１３】
　本発明のさらなるもう一つの態様によれば、ソフトウェア製品が提供され、第１の制御
チャネル及び第１の制御チャネルに関連するデータチャネルにおいて通信するステップと
、第１の制御チャネルにおいてデータチャネルにおけるデータ送信に関連する指示子を送
信するステップとを実施するためのソフトウェアコード部を含む。該ソフトウェア製品は
、データチャネルにおけるデータ送信を省略するステップを実施するためのソフトウェア
コード部を含む。
【００１４】
　本発明は、移動体ネットワークにおける制御チャネルの電力制御メカニズムに関連する
。本発明に従う移動体ネットワークは、例えば、広帯域符号分割多重アクセス（ＷＣＤＭ
Ａ）を採用する無線技術ユニバーサル移動電話システム（ＵＭＴＳ）とすることができる
。本発明は、例えば、高速ダウンリンクパケット接続（ＨＳＤＰＡ）または高速アップリ
ンクパケット接続（ＨＳＵＰＡ）を採用するネットワークにおいて適用されてもよい。
【００１５】
　本発明においては、送信器と受信器との接続が提供される。一つの実施形態においては
、送信器は、移動ネットワークの基地局であり、また、ＵＭＴＳに準拠すれば、ノードＢ
である。本発明のもう一つの態様によれば、送信器は移動端末、受信器は基地局／ノード
Ｂである。移動端末は、例えば、移動電話またはラップトップコンピュータとすることが
できる。
【００１６】
　本発明においては、第１の制御チャネル、該第１の制御チャネルに関連するデータチャ
ネル及び第２の制御チャネルが提供される。第２の制御チャネルが、第１の制御チャネル
及びデータチャネルとは異なるリンク方向において提供される。一つの実施形態において
は、第１の制御チャネル及びデータチャネルはダウンリンク方向において提供され、第２
の制御チャネルはアップリンク方向において提供される。もう一つの制御チャネルにおい
ては、第１の制御チャネル及びデータチャネルがアップリンク方向で提供され、第２の制
御チャネルがダウンリンク方向で提供される。
【００１７】
　ＨＳＤＰＡを採用するＵＭＴＳに準拠すれば、第１の制御チャネルは、ＨＳ－ＳＣＣＨ
であり、データチャネルはＨＳ－ＤＳＣＨであり、第２の制御チャネルはＨＳ－ＤＰＣＣ
Ｈとすることができる。
【００１８】
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　本発明の一つの態様によれば、送信器は第１の制御チャネルにおける指示子を送信し、
前記指示子は関連するデータチャネルにおけるデータ送信に関連する。一つの実施形態に
よれば、指示子は受信器に、データチャネルにおいてデータ送信が存在しないことを通知
する。指示子に基づいて、受信器は、肯定的または否定的なアクノリッジメントを含む応
答を送信する。送信器が応答を受信する場合、それは第１の制御チャネルにおける電力レ
ベルを下げることができる。反対に、送信器が応答を受信しない場合、第１の制御チャネ
ルにおいてより高い電力レベルを調整することができる。
【００１９】
　本発明は、データチャネルにおいてデータ送信より前に、データチャネルに関連する制
御チャネルの電力を調整するための効率的な方法が提供される。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２０】
　以下、添付図面を参照しつつ、好ましい実施形態を用いてより詳細に本発明が説明され
る。
【００２１】
　本発明の一実施形態によれば、ネットワークは、ＷＣＤＭＡ技術を使用するＵＭＴＳネ
ットワークである。以下に、ＵＭＴＳネットワークの構成を図１を参照しつつ簡潔に述べ
る。
【００２２】
　ＷＣＤＭＡは、構造的にコアネットワーク（ＣＮ）１００と、ＵＭＴＳ地上無線接続ネ
ットワーク（ＵＴＲＡＮ）１２０と、ユーザ装置（ＵＥ）１４０とに分割することが可能
である。コアネットワーク及びＵＴＲＡＮは、無線通信システムのネットワークインフラ
ストラクチャの一部である。
【００２３】
　コアネットワークは、ＵＴＲＡＮにＩｕＰＳインタフェースを介してＵＴＲＡＮに接続
されるサービングＧＰＲＳサポートノード（ＳＧＳＮ）１０２を備える。ＳＧＳＮはコア
ネットワークのパケット交換ドメインの中心点を表し、ＳＧＳＮの主な役割は、ＵＴＲＡ
Ｎを使用して、ユーザ装置へ／ユーザ装置からパケットを送信／受信することである。Ｓ
ＧＳＮは、ユーザ装置に関連する加入者及び位置情報を含む。
【００２４】
　ＵＴＲＡＮは、少なくとも一つの無線ネットワークサブシステム（ＲＮＳ）１２２Ａ、
１２２Ｂを備え、それらのそれぞれは、少なくとも一つの無線ネットワーク制御装置（Ｒ
ＮＣ）１２４Ａ、１２４Ｂ及びＲＮＣによって制御される少なくとも一つのノードＢ１２
６Ａ～１２６Ｄを備える。ノードＢは、Ｕｕ無線インタフェースを実装し、それを介して
ユーザ装置はネットワークインフラにアクセスすることが考えられる。
【００２５】
　ユーザ装置または移動端末は、二つの部分、移動装置（ＭＥ）１４２とＵＭＴＳ加入者
識別モジュール（ＵＳＩＭ）１４４とを備えることが考えられる。移動装置は、Ｕｕイン
タフェースを提供するための無線周波数部１４６を備える。ユーザ装置はさらに、デジタ
ル信号処理装置１４８、メモリ１５０、及びコンピュータ処理を実行するためのコンピュ
ータプログラムを備えることができる。ユーザ装置はさらに、アンテナ、ユーザインタフ
ェース、及びバッテリを備えるかもしれない。ＵＳＩＭはユーザ関連情報及び暗号化アル
ゴリズムのような情報セキュリティに関連する情報を含む。
【００２６】
　図２及び３は、本発明に従った方法の実施形態を図示する。これらの図は送信器および
受信器について言及し、示される実施形態において、それらは基地局及び移動端末につい
てそれぞれ言及する。択一的に、送信器は移動端末とすることができ、また受信器は基地
局のようなネットワーク要素とすることができる。
【００２７】
　図２における方法の開始において、移動端末（受信器）は移動体ネットワークのサービ
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スエリアにあり、その端末はネットワークとの確立されたコネクションを有している。本
発明の一つの実施形態においては、データチャネルにおけるダウンリンクデータ送信は本
方法の適用前には開始されていない。もう一つの実施形態においては、本方法は、データ
送信の間に適用される。
【００２８】
　ネットワークと移動端末との間のコネクションは、少なくともダウンリンク制御チャネ
ル、ダウンリンク共有データチャネル及びアップリンク制御チャネルを含む。ダウンリン
ク制御チャネルは、いくつかの移動端末へ情報を搬送する共有チャネルとすることができ
る。ダウンリンク制御チャネルにおいて送信される情報は、移動端末に、データチャネル
においてその端末に到来するデータが存在していることを知らせる。アップリンク制御チ
ャネルは同様に、ダウンリンクデータチャネルに関連付けられる。アップリンクチャネル
は、ネットワークへの応答を送信するために使用されることが可能であり、それによって
、その応答は、データチャネルにおけるデータ受信の品質に関する情報を運ぶ。
【００２９】
　２０２において、移動体ネットワークの基地局はダウンリンク制御チャネルにおいて指
示子を送信し、その指示子はデータチャネル上に受信器へのデータが存在しないという情
報を含む。
【００３０】
　一つの実施形態において、基地局が移動端末に、データチャネル上のデータ長がゼロ（
０）であるという情報を送信するために、指示が実施されうる。その場合、ステップ２０
４に示されるように、送信器は、受信器へのデータ送信を省略することができる。データ
長がゼロであるとの指示の受信に基づいて、受信器は、データチャネル上で受信された情
報を監視したり、復号したりする必要がない。ＨＳＤＰＡシステムの場合、データ長がゼ
ロであることの指示は、ＨＳ－ＳＣＣＨチャネルにおけるトランスポートブロックサイズ
情報フィールドにおいて送信されることが可能である。
【００３１】
　もう一つの実施形態においては、ゼロデータ長に関する情報は、チャネライゼイション
コードセット情報フィールドに符号化されうる。データチャネル上に受信器のためのデー
タ送信がないことを受信器に示すために、使用されないビットパターンが選択されうる。
チャネライゼイションコードセットは、７ビットフィールドとして特定され、それは、そ
のセットのための開始コード（オフセット）（ＴＳ２５．２１２）と同様に使用されるチ
ャネライゼイションコードの数を示す。現在、以下のビットパターンが未使用である。１
１１００００，１１１０００１，１１１００１０，１１１００１１，１１１０１００，１
１１０１０１，１１１０１１０，１１１０１１１。従って、送信されているデータがない
ことを示すために、それらのうちの一つが使用される。
【００３２】
　２０４において、制御チャネル上で送信された指示子によって示されるように、送信器
はデータチャネル上のユーザへの送信を省略する。
【００３３】
　２０６において、受信器は否定応答（ＮＡＣＫ）または肯定応答（ＡＣＫ）を、ＨＳ－
ＳＣＣＨ上で受信された指示子に応答して生成する。この応答は、ＨＳＤＰＡの場合、例
えば、ＨＳ－ＤＰＣＣＨチャネル上のＨＡＲＱ－ＡＣＫフィールドに含ませることが可能
である。ＡＣＫ及びＮＡＣＫの選択は、その実装に依存してなされ得る。ＡＣＫは、一般
的には、ＨＳＤＰＡにおいてＮＡＣＫより高い電力レベルにおいて送信される。
【００３４】
　ＨＳ－ＳＣＣＨの指示子が、低い電力レベルで送信されるために受信器が情報を受信し
ない場合、その受信器は、ＡＣＫ／ＮＡＣＫによって応答することができない。
【００３５】
　２０８において、送信器はアップリンク制御チャネルを監視する。そのチャネルは例え
ば、ＨＳ－ＤＰＣＣＨであってもよい。送信器が受信器からの応答を受信した場合、受信
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器がＨＳ－ＳＣＣＨを正しく受信することができたことを送信器は知る。その結果、ネッ
トワークにおいて最小の干渉を有するという観点からは、ＨＳ－ＳＣＣＨの電力レベルが
不必要に高いかもしれない。２０８において、受信器から応答が受信された場合、第１の
制御チャネルの電力レベルは減少されることが可能である。一方で、予期している時間に
おいて、送信器が受信器から応答を受信しない場合、送信器は、ＨＳ－ＳＣＣＨの電力レ
ベルを制御する（例えば、増加させる）ことができる。
【００３６】
　図３は、本発明に従うもう一つの実施形態を開示する。
【００３７】
　ステップ３０２において、送信器の操作は先行技術における送信器の操作に対応する。
すなわち、送信器は、データチャネルにおいて受信器へのデータ送信が存在することを、
第１の制御チャネルにおいて受信器へ示す。ＨＳＤＰＡにおいて受信器は、ＨＳ－ＳＣＣ
ＨにおいてＵＥ特有のＣＲＣアタッチメントを使用することで、それに向けられたデータ
を識別することができる（３ＧＰＰ２５．２１２－５９０ ４．６）。
【００３８】
　一つの実施形態において、ＨＳ－ＳＣＣＨにおいて送信される「新データ指示子」（Ｎ
ＤＩ）の複数の値が繰り返される。ＮＤＩは、１ビット長のシーケンス番号であって、そ
れは、新たなデータ送信が開始されるときは常に１増加される。ＮＤＩは、第１のパケッ
トのためには０、再送信のためには０、新たなデータ送信のためには１、そして、新たな
送信のためにはまた０としうる。ＨＳ－ＳＣＣＨパラメータが有効である場合、端末は、
受信されたパラメータを使用して、データを復号することを試み、そして、データフィー
ルドにおいてノードＢによって送信されたデータがない場合はおそらく失敗する。
【００３９】
　しかし、ステップ３０４において示されるように、送信器は、データチャネルにおける
データ送信を省略する。
【００４０】
　ステップ３０６に示されるように、受信器は、データチャネルにおいて到来するデータ
を予期し、対応的にデータチャネル上のデータフローを監視する。ＨＳＤＰＡ送信の場合
、制御チャネル及びデータチャネル上の送信は２タイムスロットの期間によって分けられ
うる。受信器は、ＨＳ－ＰＤＳＣＨで受信されたデータにおいてＣＲＣ（Ｃｙｃｌｉｃ 
Ｒｅｄｕｎｄａｎｃｙ Ｃｈｅｃｋ）を実行することができる。送信器がＨＳ－ＰＤＳＣ
Ｈ送信を省略したため、ＣＲＣは失敗し、受信器はＨＳ－ＤＰＳＣＨ上のデータが正しく
受信されなかったと結論付けることができる。従って、データチャネル（ＨＳ－ＰＤＳＣ
Ｈ）において何も送信されなかった場合であっても（ステップ３０６）、ＮＡＣＫ応答が
受信器より押し進められる。
【００４１】
　３０８において、データの予期される到来時間が、受信器において経過した場合、受信
器はそのデータ送信は正しく受信されなかったと結論付けることができる。従って、受信
器は間違って受信されたデータ送信に応答してＮＡＣＫを送信するであろう。ここで、Ｎ
ＡＣＫは、非常に高い電力レベルで送信される必要があるため、送信器においては、不連
続送信（ＤＴＸ）から区別されうる。送信器は、それから、３１０にしたがい、受信器か
ら応答が受信されない場合は、ＨＳ－ＳＣＣＨにおける電力を増加させ、応答が受信され
る場合には、ＨＳ－ＳＣＣＨにおける電力を減少させることができる。
【００４２】
　図３のもう一つの方法においては、基地局のような送信器は、第１の制御チャネルにお
いて、いくつかの受信器によって受信され得るブロードキャストメッセージを送信する。
このブロードキャストメッセージは、データチャネルにおいてその受信器へのデータが存
在しているという情報を含むことができる。しかし、その送信器は、そのデータチャネル
における送信を省略する。第１の制御チャネルにおけるメッセージを受信した各受信器は
、第２の制御チャネルにおいて応答することができる。その結果、ネットワークの送信器
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は、幾つかの受信器から同時に情報を得ることができ、そして、そのネットワークのチャ
ネルの送信電力が制御されうる。
【００４３】
　択一的に、そのデータチャネル上における送信が存在しないということをブロードキャ
ストメッセージにおいて示すために、複数の受信器へのブロードキャストが実施されうる
。ブロードキャストメッセージを受信する全ての受信器は、例えば、ＮＡＣＫによって応
答することが可能であり、それによって、ネットワークは例えば送信チャネルの電力を制
御することができる。
【００４４】
　図２及び３に開示された実施形態に加えて、さらにもう一つの実施形態においては、例
えば、送信器は無効なパラメータの組み合わせを送信することができる。ＨＳ－ＳＣＣＨ
における無効なパラメータの組み合わせは、ＣＲＣチェックの失敗という結果になり、そ
れによって受信器は、送信器へ応答を送信することができる。
【００４５】
　図４は、ＨＳ－ＳＣＣＨのためのサブフレーム構造を示し、それは、ＨＳＤＰＡにおけ
る固定速度（６０ｋｂｐｓ、拡散率＝１２８）のダウンリンク物理チャネルであって、Ｈ
Ｓ－ＤＳＣＨ送信に関連するダウンリンク信号を搬送するために使用されるものである。
高速ダウンリンク共有チャネルを搬送するために使用される高速物理ダウンリンク共有チ
ャネル（ＨＳ－ＰＤＳＣＨ）のデータ構造は、ＨＳ－ＳＣＣＨのフレーム構造と同じであ
る。
【００４６】
　図５は、ＨＳ－ＤＰＣＣＨのフレーム構造を示す。ＨＳ－ＤＰＣＣＨは、ダウンリンク
ＨＳ－ＤＳＣＨ送信に関連するアップリンクフィードバック信号を搬送する。ＨＳ－ＤＳ
ＣＨ関連のフィードバック信号は、ハイブリッドＡＲＱアクノリッジメント（ＨＡＲＱ－
ＡＣＫ）及びチャネル品質情報（ＣＱＩ）からなる。２ｍｓ長（３×２５６０チップ）の
各サブフレームは３スロットからなり、それぞれは、２５６０チップ長である。ＨＡＲＱ
－ＡＣＫは、ＨＳ－ＤＰＣＣＨサブフレームの第１のスロットにおいて搬送される。ＣＱ
Ｉは、ＨＳ－ＤＰＣＣＨサブフレームの第２及び第３のスロットにおいて搬送される。各
ＵＥには、多くて一つのＨＳ－ＤＰＣＣＨが存在する。ＵＥは、多数のＨＳ－ＳＣＣＨを
監視できるが、ＨＳＤＰＡにおいて、ＵＥ毎に一つのＨＳ－ＤＰＣＣＨが存在するだけで
ある。
【００４７】
　図６は、本発明に従う一つの実施形態を示す。図６の実施形態においては、送信器は基
地局（Ｂ）であり、受信器は移動装置（ＭＥ）である。基地局は、第１の制御チャネルを
送信するための手段６００、ダウンリンクデータチャネルを送信するための手段６０２、
及び、アップリンク制御チャネルを受信するための手段６０４を送信するための手段を備
える。制御チャネルにおける送信は、データチャネルにおける送信に依存し、そして、手
段６００及び６０４は、手段６０２に接続される。
【００４８】
　従って、受信器（ＭＥ）は、第１の制御チャネルを受信する手段６２０、データチャネ
ルを受信するための手段６２２、及び、第２の制御チャネルを送信するための手段６２４
を備えることができる。制御チャネルにおける送信はデータチャネルにおける送信に依存
し、そして、手段６２０及び６２４は、手段６２２に接続される。
【００４９】
　更に、送信器（Ｂ）は、指示子を形成する手段６１０を備える。それは、第１の制御チ
ャネルにおける送信において含まれることができる。送信器はまた、第２の制御チャネル
において受信される応答を評価するための手段６０６を備えることも可能である。応答評
価手段６０６は、受信器が第１の制御チャネルにおける送信を成功裏に受信したと結論付
けた場合、応答評価手段は、制御電力を制御する手段６０８に、制御すること、例えば、
第１の制御チャネルにおける電力を減少させることを命令することが可能である。択一的
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に、評価手段６０６からの命令に基づいて、電力制御手段６０８は、第１の制御チャネル
の電力を増加させることによって電力を制御することができる。
【００５０】
　受信器（ＭＥ）は、第１の制御チャネルを監視し、復号するための手段６２８を備える
ことも可能である。監視手段は、第１の制御チャネルにおける指示子を受信し、その指示
子の受信に基づいて、そのデータチャネルを監視することを開始することができる。受信
器が、第１の制御チャネルにおいて指示子を成功裏に受信し、そして、データチャネルに
おける受信において失敗する場合、その受信器は、応答を形成するための手段６２６にお
いてＮＡＣＫ応答を形成することができる。この応答形成手段６２６は、その実装に依存
して、応答して、ＡＣＫまたはＮＡＣＫを形成する。
【００５１】
　本発明の特徴は、ソフトウェア、ＡＳＩＣ（特定用途向け集積回路）、論理要素、また
は何らかの相当する方法によって実施されうる。
【００５２】
　技術は進歩するため、本発明の概念が様々な方法で実施されうるものであることは、当
業者には明らかであろう。本発明及びその実施形態は、前述の例に制限されるものではな
く、特許請求の範囲の記載の範囲内で変更されうるものである。
【図面の簡単な説明】
【００５３】
【図１】図１は本発明に従ったネットワークの一実施形態である。
【図２】図２は方法の一実施形態である。
【図３】図３はもう一つの方法の実施形態である。
【図４】図４はチャネルのデータ構造を示す。
【図５】図５はもう一つのチャネルのデータ構造を示す。
【図６】図６は本発明に従った装置の一実施形態を示す。
【図１】 【図２】



(13) JP 4658143 B2 2011.3.23

【図３】 【図４】

【図５】

【図６】



(14) JP 4658143 B2 2011.3.23

10

フロントページの続き

(72)発明者  リルイェストレム　ヘンリク
            フィンランド　エフイー－００１５０　ヘルシンキ　ライヴュリンカテュ　３７　アー　２
(72)発明者  マルカメキ　エサ
            フィンランド　エフイー－０２１３０　エスプー　リーパコイヴュンティエ　１７　ベー

    審査官  齋藤　哲

(56)参考文献  特開２００３－１６３９６２（ＪＰ，Ａ）
              特開２０００－０４９９５８（ＪＰ，Ａ）
              国際公開第０２／０６５３９９（ＷＯ，Ａ１）
              特表２００４－５３１９８５（ＪＰ，Ａ）
              特開２００３－２８３４２４（ＪＰ，Ａ）
              特開２００４－１４７０５０（ＪＰ，Ａ）

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              H04B 7/24-7/26
              H04W 4/00-99/00


	biblio-graphic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

